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　今年も、1年の世相と流行を表す言葉が並ぶ、『現代用語の
基礎知識選「2008ユーキャン新語・流行語大賞」』が発表さ
れました。大賞受賞は「アラフォー」。35歳から45歳までの、
アクティブで経済的な余裕があり、情報をたくみに使いこな
し自己の価値観に忠実な女性層を指す言葉です。今年は様々
な問題が多かったため、実は、トップ10を選ぶ作業は非常に
難航したとか。国際リニアコライダー（ILC）をめぐる2008
年も、いろいろな出来事がありました。キーワードを上げつ
つ、今年一年を振り返ってみましょう。

真の国際協力
　昨年末、ILC研究グループは米国・英国の大幅な予算削減
「ブラック・ディッセンバー」で大揺れに揺れました。会計
年度をすでに4分の1過ぎた時点で発表された米国の予算
カットは、米研究者の即時活動停止を意味するもの。しかし、
ILC研究者グループは、この逆風を「ILCを真の国際プロジ
ェクトへと近づける契機」（ILCプロジェクトマネジャー、山
本明氏）として、活動を前進させるための追い風へと変える
ことに成功したのです。全体的な研究開発活動を見直し、世
界で重複して行われている活動を整理することにより、よ
り効率的でコスト効果の高い計画策定へと活動をシフトし
ました。その成果のひとつが、高エネルギー加速器研究機構
（KEK）の超伝導試験施設で行われる「グローバルS1」です。
米欧から各2台、アジアから4台の超伝導空洞を持ち寄り、
2010年からILC実現に向けた重要な技術実証試験が行われ
る予定です。

先端加速器
　2008年は、ILCの研究者コミュニティと産業界とのつな
がりがますます強固になった年であったと言えましょう。6
月11日、東京霞ヶ関で「先端加速器科学技術推進協議会」の
設立総会が実施されました。設立目的は、次世代の加速器技

術を担う技術開発を、オールジャパンの体制で進めるため
の産学連携の軸となる組織作り。「先端加速器」とは、加速
器の性能を極限まで進化させた加速器のことを指し、ILCを
中核モデルケースとして、要素技術の技術開発を進めて行
きます。すでに下部組織である「技術部会」は6回の勉強会
を実施して情報交換を行っているほか、「広報部会」は協議
会ホームページを開設（http://aaa-sentan.org/）するなど、
活発な活動が続けられています。来年初頭には、協議会主催
のシンポジウムの開催も予定されています。

超党派
　2006年7月に、自民党の国会議員55名による「リニアコ
ライダー国際研究所建設推進議員連盟」が設立されて以来、
ILCを基礎科学における重要な国際プロジェクトとして、そ
の実現に向けた検討が続けられてきました。そして今年7
月31日、その活動は、超党派による「先端線形加速器国際
研究所建設推進議員連盟」へと受け継がれました。「日本発
宇宙行き」のビジョンのもと、日本でのリニアコライダー国
際研究所建設を目指して、議員がイニシアチブを取り、政党
や省庁の枠組みを超えた働きかけを進めていきます。10月
には、河村建夫官房長官より、リニアコライダー実現にむけ
た本格検討開始に関する発言もありました。このようにILC
に関する産学官政の連携が進んでいるのは、現在は日本の
み。今後の動きに世界から注目が集まっています。

LHC
　LHCの実験で作られるブラックホールは危険、としてハ
ワイで起こされた「ブラックホール訴訟」で、ワイドショー
や週刊誌にも次々と取り上げられ、期せずしてお茶の間の
話題にもなった世界最大の加速器大型ハドロンコライダー
（LHC）。素粒子物理学者の大いなる期待を背負って、9月
10日に稼働しました。スイス・ジュネーブ郊外、フランス
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1  ILCの魔法瓶－クライオモジュール。KEKの超伝導試験施設で行われる「グローバルS1」でも使用される。
2  6月、先端加速器科学技術推進協議会の設立総会。前列左から六番目左から、先端加速器科学技術推進協議会 会長西岡喬氏（三菱重工取締役相談役）、最高顧問 与謝野馨氏（経済財政政策担当大臣）、名誉顧問小柴昌俊氏（東京大学特別栄誉教授／平成基礎科学財団理事長）、理事 鈴木厚人氏（KEK機構長）。

4  9月10日、スイス・ジュネーブ郊外
の

CERNの巨大加速器「LHC」の陽子ビ

ームが一周する。（画像提供：
CERN）

5  2008年のノーベル物理学賞受賞
者。

写真左：米国シカゴ大学の南
部陽一

郎名誉教授。中：日本学術振
興会理

事の小林誠氏（写真右）。右
：京都産

業大学の益川敏英教授。
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3  7月31日、超党派による「リニアコライダー

国際研究所建設推進議員連盟」
が、発

足。写真上、左から :鳩山由紀夫氏（民

主）、与謝野馨氏（自民）、斉藤鉄夫
氏（公

明）、河村建夫氏（自民）、小柴昌
俊氏、

内藤正光氏（民主）、鈴木厚人氏 、西岡

喬氏。写真下左、左から :田村憲久氏（自

民）、佐々木毅氏（学習院大学教
授・前

東京大学総長）、 吉井秀勝氏（共産
）、 野

田佳彦氏（民主）。写真下右、左か
ら :保

利耕輔氏（自民）、尾身幸次氏（自
民）。

キーワードで振り返る2008年のILC
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との国境に位置するこの加速器は、陽子ビームを正面衝突
させることによって、これまでにない高エネルギーでの素
粒子反応を起こすことができます。日本からも多数の研究
者が参加しています。LHCでの実験結果は、ILCでの実験の
ベースになるものも多く、その成果が心待ちにされていま
したが、稼働から10日後に超伝導電磁石の接続部の欠陥に
よる不具合のため運転を停止。冬期は欧州原子核研究機関
（CERN）の定期的な保守点検作業にあてられるため、運転再
開は2009年6月末にずれ込む予定です。しかし、来年5月
には、CERNで撮影が行われた話題の映画「天使と悪魔」の
公開も予定されており、運転再開とともに、LHCはまた注目
を集めそうです。

対称性の破れ
　2008年を締めくくるニュースは、何と言ってもノーベル
物理学賞でしょう。南部陽一郎氏、小林誠氏、益川敏英氏、
の日本人物理学者のトリプル受賞の快挙は、日本中に明る
い話題を振りまきました。お家芸とも呼べる日本の物理学
の力が、また証明された、というわけです。3名のノーベル
賞受賞の理由に共通するキーワードが「対称性の破れ」。南
部氏が今から47年前に提唱した理論が「自発的対称性の破
れ」。LHCで発見されることが期待されている、物質に質量
を与えると考えられている粒子「ヒッグス粒子」は、南部氏
の理論が基礎になっています。小林・益川両氏は、K中間子、
B中間子でおきるCP対称性の破れを説明しました。宇宙誕
生の頃には存在していたはずの「反物質」がなぜ現在の世界
に存在しないのか、宇宙の進化の謎を解くための大きな一
歩になりました。LHCやILCなどのより高いエネルギーの加
速器での実験や、大強度陽子加速器施設（J-PARC）、KEKBを
改良した大強度ビームでの実験が、さらに宇宙の謎に迫る
ために必要なのです。

　混戦だったという今年の流行語大賞レース。来年はどんな
新語・流行語が生まれるのでしょうか？「加速器」や「リニア
コライダー」が少しでも話題に上る機会が増えるよう、ILC通
信はますます精進して情報を発信していく所存です。今年一
年のご愛読ありがとうございました。2009年もなにとぞよ
ろしくお願いいたします。

最近の話題
■2008年ノーベル賞授賞式
　12月10日、スウェーデンのストックホルム市庁舎で約

1,300人の出席者を前に2008年のノーベル賞授賞式が開
かれました。日本学術振興会理事の小林誠氏（KEK名誉教
授）、京都産業大学教授の益川敏英氏（京都大学名誉教授）に、
スウェーデンのカール16世ダスタフ国王から物理学賞の賞
状とメダルが授与されました。

■ ILC現実化に向けて超伝導加速システムの試験進む
　ILC加速器の要となる超伝導高周波技術。その実験拠点の
一つであるKEKの超伝導試験施設では、今年５月から４台
の超伝導加速空洞を収納したクライオモジュール※の試験
が行われています。11月18日、このうちの１台の空洞にお
いて32MV/mの運転に成功しました。これは、ILCの設計運
転電界である31.5MV/mを越えるもの。

　本空洞開発のリーダーをつとめるKEKの野口修一氏は、
「色々な意味でほっとしています。この空洞を含む4台の空洞
は2005年に製作を開始し、2006 年の春に完成、その後、何
段階もの準備試験を経て今回の成果に到っています。現場の
研究者、技術にとって本当に嬉しいことは32MV/mを達成
したことではなく、実際の運転に必要な多くの要素技術を含
むシステムとしての完成度の高さを実証できたことで、我々
のグループだけでなく、クライオスタット、ヘリウム冷凍シ
ステム、高周波システムグループ等の総合的な努力の結果で
す」と語っています。また、野口氏の長年の共同研究者であ
る加古永治氏（KEK）は、「新たな４空洞全てを31.5MV/m以
上で安定運転するための空洞開発はすでに進行中です。その
次の段階として９台の超伝導空洞を収納するクライオモジュ
ールの開発が来年度より開始されます」と述べました。

カレンダー
イベント名 期間 場所

ILC GDE  全体会議 ’09 4/17-21 つくば（茨城）
ACFA リニアコライダーワークショップ ’09 4/17-21 つくば（茨城）

ILC関連記事など
掲載日 媒体 内容

11/2 毎日新聞 超大型の加速器計画政府が日本誘致検討

KEKの国際貢献
KEKには、毎月世界各地から学生
や研究者が訪れ、ILCの為の共同
研究を行っています。

今月の滞在者

国 / 地域から 名

0 5 1 112月7日、授賞式に先立ち、スウェーデン王立科学アカデミーで行われたプレスコン
ファレンスの様子。写真左：下村脩氏（ノーベル化学賞）、中央：小林誠氏（物理学
賞）、右：益川敏英氏（物理学賞）。

※空洞を超伝導状態にするために極低温まで冷却し、温度を保持するためのシステムのこと


